
伝統の田原凧まつりが、田原文化会館などで行わ
れました。５月26日（土）に開催された「初凧祈願
祭」では、新生児の誕生を祝おうと集まった家族
らが、子どもの健やかな成長を願い、初凧に祈りま
した。また、翌27日（日）には「けんか凧合戦」が行わ
れ、市内外から参加した37チームがしのぎを削り
ました。穏やかに過ぎた前日とは一変して会場を
沸かせた“上空での熱戦”に、訪れた観衆も目が離
せない様子でした。

赤羽根中学校２年生が、にんじんの会（赤羽根地域
の市民グループ）メンバーと愛知県（渥美農業改良
普及課）職員を講師に迎え、梅干し作り体験授業を
行いました。この授業は、食農教育実践の一環とし
て地元で取れる食材の活用方法などについて学ぼ
うと４年前から実施しているもの。生徒らは作り
方を聞きながら丁寧に作業を進め、自分で作るこ
との楽しさを味わいました。なお、今回漬けた梅干
しは、９月ごろ出来上がる予定です。

愛のココナッツメッセージPart20「やしの実投流」
が、沖縄県石垣島沖で行われました。今回は、田原
市観光協会一行のほか、やしの実を購入した「やし
の実会員」も参加。「恋路ヶ浜へ届け！」と願いを込
め、１１１個のやしの実を海に投げ入れました。こ
のほか、事業20回目を記念して、両市の観光協会が
友好提携を結ぶ調印式を行ったり、「爬
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会」に田原市の女性チームが参加したりするなど、
交流事業も盛んに行われました。

■「どんな味になるか楽しみ」と興味深く塩をふる生徒ら ■27日（日）に行われた「けんか凧合戦」の様子。集中してます！
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水
火 梅干し作りに　チャレンジ！

思いよ届け！　恋路ヶ浜へ月

日
土“願い”も“けんか”も　田原凧

■願いを込めて一斉に海に投げ入れられたやしの実
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